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「
合
板
は
ラ
ワ
ン
」
と
は
、
も
は
や
昔
の

話
。
熱
帯
林
保
護
の
動
き
や
産
地
国
の
工

業
化
に
よ
っ
て
ラ
ワ
ン
丸
太
の
輸
入
は
激

減
し
、
合
板
メ
ー
カ
ー
各
社
は
十
数
年
前

国産材利用を拡大する
セイホク石巻工場　

　合板への国産材利用量が急増している。平成18年は前年比33％増の

114万㎥と100万㎥の大台を突破した。使われる樹種はスギとカラマツで、

ともにこの数年ですさまじい伸びを示している（表）。なぜ国産材が合板原料

としてこれほど使われるようになったのか。国内最大手セイホクグループの

主力工場の一つ、宮城県石巻市にあるセイホク株式会社石巻工場（以下、セ

イホク石巻工場）における取り組みにスポットを当てつつ、その背景に迫った。

短期連載

林業復活へ
VOL.1

か
ら
脱
ラ
ワ
ン
・
針
葉
樹
化
の
動
き
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
ラ
ワ
ン
に
替
わ
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
、
さ
ら
に
最
近

は
ロ
シ
ア
の
カ
ラ
マ
ツ
（
ラ
ー
チ
）
が
主

要
な
原
料
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国

や
イ
ン
ド
、
原
油
高
で
潤
う
中
東
諸
国
な

ど
が
木
材
の
輸
入
を
増
や
し
て
い
る
こ
と

や
ユ
ー
ロ
高
、
船
賃
高
騰
な
ど
を
背
景
に
、

こ
こ
に
き
て
外
材
の
調
達
環
境
が
一
気
に

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
と
く
に
ロ
シ
ア

材
に
つ
い
て
は
、
同
国
と
国
境
を
接
す
る

雨中でも絶え間なく荷捌き作業が行われる

外
材
の
調
達
環
境
悪
化
が

追
い
風



11

■合板用丸太供給量の推移  

年次 合計
国産材 外材

計 針葉樹 広葉樹 計 南洋材 北洋材 ＮＺ材 その他

平成 13 4,651 182 98 84 4,469 1,902 1,775 639 153 

平成 14 4,724 279 224 55 4,445 1,811 1,895 576 163 

平成 15 4,913 360 307 53 4,553 1,489 2,346 579 139 

平成 16 5,389 546 514 32 4,843 1,321 2,953 453 116 

平成 17 4,636 863 833 30 3,773 1,108 2,506 124 35 

平成 18 5,183 1,144 1,126 18 4,039 1,018 2,897 83 41 

単位＝ 1,000㎥

※資料＝農林水産省「木材統計」 

年次 合計
針葉樹

広葉樹
スギ カラマツ マツ その他 小計

平成 13 182 1 85 11 1 98 84 

平成 14 279 48 146 13 17 224 55 

平成 15 360 130 115 62 0 307 53 

平成 16 546 266 171 60 17 514 32 

平成 17 863 542 210 74 7 833 30 

平成 18 1,144 803 217 98 8 1,126 18 

■合板用国産材丸太の樹種別生産量の推移  単位＝ 1,000㎥

※資料＝農林水産省「木材需給報告書」「木材統計」 
※「マツ」はアカマツおよびクロマツ  

中
国
の
輸
入
量
が
急
増
し
て
い
る
上
に
、

今
年
に
な
っ
て
ロ
シ
ア
政
府
が
丸
太
輸
出

に
高
額
の
輸
出
税
を
課
す
方
針
を
発
表
し
、

将
来
が
ま
っ
た
く
見
通
せ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

一
方
、
成
熟
す
る
国
内
人
工
林
資
源
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
林
野
庁
で
は
平

成
一
六
〜
一
八
年
度
に
「
新
流
通
・
加
工

シ
ス
テ
ム
」
を
展
開
し
て
、
国
産
材
を
集

成
材
や
合
板
に
活
用
す
る
た
め
の
設
備
投

資
な
ど
を
支
援
。
こ
れ
が
外
材
の
調
達
環

境
悪
化
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い
、
国
産
材

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
た
と
い
う
の
が
昨
今

の
動
き
で
あ
る
。

土場に集められた合板用の国産材丸太

【合 板】石巻
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セ
イ
ホ
ク
石
巻
工
場
の
国
産
材
原
木

利
用
量
は
平
成
一
五
年
ま
で
は
一
万

㎥
程
度
だ
っ
た
が
、
平
成
一
六
年
に

約
五
万
五
〇
〇
〇
㎥
と
急
増
、
平
成

一
七
年
と
平
成
一
八
年
は
そ
れ
ぞ
れ
約

八
万
一
〇
〇
〇
㎥
、
約
八
万
八
〇
〇
〇
㎥

と
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
樹
種
は

主
に
ス
ギ
で
、
カ
ラ
マ
ツ
も
徐
々
に
増
や

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
平
成
一
六
年
に

急
増
し
た
の
は
、
前
年
九
月
に
最
小
剥
き

芯
径
が
三
三
㎜
の
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス

（
丸
太
か
ら
、
か
つ
ら
む
き
の
要
領
で
厚

さ
数
㎜
の
単
板
を
切
削
す
る
機
械
）
を
導

入
し
て
国
産
小
径
木
の
受
け
入
れ
態
勢
を

強
化
し
た
た
め
で
あ
る
。

国
産
材
を
合
板
の
原
料
と
し
て
活
用
す

る
に
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
設
備
を
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
備
の
整
備
で
第
一
に
必
要
な
の
は
、

原
料
の
小
径
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。
合

板
の
針
葉
樹
化
が
進
む
な
か
で
、
各
機
械

メ
ー
カ
ー
で
は
小
径
木
に
対
応
で
き
る

ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス
の
開
発
に
力
を
注
い

で
き
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
剥
き
芯
の

最
小
径
は
三
三
㎜
程
度
に
ま
で
小
さ
く
な

り
、
末
口
径
一
四
㎝
程
度
の
丸
太
も
合
板

原
料
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

ほ
か
に
も
ス
ギ
の
樹
皮
に
対
応
し
た
高

速
リ
ン
グ
バ
ー
カ
ー
や
、
一
年
輪
内
で
密

度
の
違
い
が
大
き
い
ス
ギ
を
高
精
度
で
切

削
で
き
る
刃
物
と
そ
の
研
磨
機
等
々
、
国

産
材
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

設
備
・
技
術
が
い
く
つ
も
あ
る
。
こ
れ
ら

に
関
す
る
技
術
開
発
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
こ
数
年
、
飛
躍
的
に
国
産
材
の
利
用
が

進
ん
だ
と
い
う
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

セ
イ
ホ
ク
石
巻
工
場
が
受
け
入
れ
て
い

る
丸
太
は
末
口
径
一
四
㎝
上
で
長
さ
は
二

ｍ
も
し
く
は
四
ｍ
。
い
ず
れ
も
矢
高
は
五

㎝
ま
で
で
あ
る
。
出
荷
者
が
丸
太
を
持
ち

込
み
や
す
い
よ
う
に
二
四
時
間
受
け
入
れ

可
能
な
国
産
材
専
用
の
土
場
も
整
備
し
た
。

代
金
の
決
済
は
月
半
ば
締
め
、
翌
月
下
旬

に
現
金
払
い
と
し
て
い
る
。

需
要
面
で
は
厚
さ
二
四
㎜
や
二
八
㎜
の

厚
物
構
造
用
合
板
の
普
及
が
国
産
材
の
利

用
に
弾
み
を
つ
け
た
。

こ
う
し
た
厚
物
構
造
用
合
板
を
床
下
地

に
使
用
し
、柱
や
梁
、あ
る
い
は
壁
と
い
っ

た
構
造
部
分
と
一
体
化
さ
せ
る
と
、
建
物

国
産
材
の
利
用
技
術
が

進
化

左上：ロータリーレースに投入されるスギ丸太。長さは１
ｍに玉切りしてある

上　：切削された単板
左下：小径材に対応するためロータリーレースの性能は著

しく向上した。剥き芯直径は左が50㎜、右が33
㎜

平成14 平成15 平成16 平成17 平成18
スギ アカマツ、カラマツ、他

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

単
位=
m3

セイホク石巻工場の国産材原木使用量の推移

（年）

厚
物
構
造
用
合
板
の
普
及
が

起
爆
剤
に
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の
構
造
耐
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
根

太
や
火
打
ち
梁
を
省
略
し
て
、
施
工
の
合

理
化
・
省
力
化
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
と

あ
っ
て
、
最
近
は
木
造
建
築
で
採
用
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
る
。
セ
イ
ホ
ク

石
巻
工
場
で
も
「
生
産
量
の
三
分
の
一

は
厚
物
構
造
用
合
板
が
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
」（
齋
藤
強　

常
務
取
締
役
）
と

い
う
。

こ
の
厚
物
構
造
用
合
板
に
ス
ギ
が
よ
く

使
わ
れ
て
お
り
、
国
産
材
合
板
の
主
力
商

品
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
多
く
は
最
外
層

の
フ
ェ
イ
ス
バ
ッ
ク
に
ラ
ー
チ
を
使
い
、

内
側
に
ス
ギ
を
使
う
複
合
利
用
に
な
る
が
、

厚
み
が
あ
る
た
め
に
ス
ギ
の
利
用
材
積
も

多
く
な
る
。
比
重
の
軽
い
ス
ギ
が
使
わ
れ

る
分
、
軽
く
な
っ
て
取
り
扱
い
が
楽
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
現
場
施
工
者
の
評

判
も
よ
い
。

現
在
、
セ
イ
ホ
ク
石
巻
工
場
で
は
地
元

の
石
巻
地
区
森
林
組
合
と
宮
城
県
森
林
整

備
事
業
協
同
組
合
（
整
備
協
）
を
窓
口
と

し
て
宮
城
県
産
材
を
調
達
し
て
い
る
ほ
か
、

国
有
林
か
ら
も
シ
ス
テ
ム
販
売
を
活
用
し

て
丸
太
を
購
入
し
て
い
る
。
森
林
組
合
お

よ
び
整
備
協
と
は
、
石
巻
地
区
の
他
の
合

上：スギとラーチの複合タイプの厚物構造用合板
左：新たに導入した厚物専用のホットプレス
下：セイホク石巻工場の常務取締役の齋藤強氏

今
年
度
は

国
産
材
率
四
〇
％
を
目
指
す

全
国
規
模
で

丸
太
を
調
達

板
メ
ー
カ
ー
や
行
政
関
係
者
も
交
え
た
地

域
の
流
域
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
会
合

で
需
給
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
岩
手
や
福
島
、
群
馬
、
栃
木
、

長
野
と
い
っ
た
域
外
か
ら
の
丸
太
調
達
に

も
動
い
て
お
り
、
森
林
組
合
系
統
や
商
社

の
集
荷
機
能
を
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
自

社
で
も
直
接
買
い
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

全
原
木
消
費
量
に
占
め
る
国
産
材
の

シ
ェ
ア
は
昨
年
が
二
〇
％
強
。
そ
れ
が
今

年
に
入
っ
て
か
ら
三
〇
％ 

強
に
上
昇
し

て
お
り
、
年
内
に
は
四
〇
％
に
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
国
産
材
の
使
用
量
が
多
い
厚
物
専
用

の
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス
を
新
設
し
て
製
造
能
力

を
強
化
し
た
ほ
か
、
ロ
ー
タ
リ
ー
レ
ー
ス

も
新
た
に
一
台
導
入
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

◇

国
産
材
の
利
用
を
拡
大
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
る
の
は
、
同
社
だ
け
で
は
な
い
。

他
の
合
板
工
場
も
同
様
で
あ
る
し
、
大

手
製
材
あ
る
い
は
集
成
材
メ
ー
カ
ー
に
も

動
き
が
見
ら
れ
る
。
注
目
度
が
高
ま
る
国

産
材
利
用
の
最
前
線
か
ら
、
計
三
回
に
わ

た
っ
て
実
情
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。




